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最近の福祉におけるキニナル話題（福祉の旬トピ    ） 

 

 

   スタッフのヒトリゴト    

  

ウェルフェア イズ ラヴ      

 先日の某新聞の特集記事に、「一部の自治体が急激に増える外国人の対応に苦慮している」という内容の記事が掲

載されていました。 

 記事中では、埼玉県川口市のクルド人の急増が例のひとつに挙げられていました。クルド人は同族意識が強く、先

に日本に来た人を頼って、家族や友人が次々に来日し、人数が急激に増え、その中の一部の方たちが集団で迷惑行為

を起こし、地域に住む日本人ともみ合いになったり、クルド人同士のいざこざが刺傷事件に発展したりといったこと

があるようです。 また、外国人が医療機関を受診した際の医療費の未収金も増加しているとのことです。 

 

 確かにある意味では「困った問題」かもしれませんが…。クルド人に限らず、日本人と外国の方々との間には文化

や習慣の違いがあるため、日本人が「とても理解出来ない。迷惑行為だ。」と感じてしまうことを悪意なく行ってし

まう場合もある（多い）のではないかと思います。自治体職員でも専門職でも地域住民でもどのような立場の方でも

構わないと思いますが、外国（文化）の方々と日本人との間に立ち、日本のマナーや習慣を優しく伝え、懸け橋とな

るような方の存在が求められている。当事業所代表は、そんな風に思います。 

 また、医療費の未収金については、制度的な課題の方が大きいと考えます。外国籍の方の中には、日本の法制度上、

就労することや健康保険に加入することを認められていない方々がいます。言ってしまえば、「医療費は 10 割負担

で、就労も禁止され収入を得る術がない。」方々です。肯定は出来ないにしても、決して非難できないと思います。 

 先日、我が家で某スーパーマーケットの便利な配達サービスを初めて利用してみました。そのスーパーマ

ーケットで買い物した食料品を、3 時間以内に自宅（指定した場所）に配達してくれるというもの。お店ま

で買い物に行かなければならないという点はあるけれど、逆に言えば自分の目で商品を見て、選ぶことが出

来るということですし、買い物に行くことは出来るけれど、重い荷物（商品）を持ち帰ることが難しい場合

には、重宝するサービスだと思いました☆ 
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転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

 「愛は存在しない。在るのは愛の証拠だけ。」 

 これは、フランスのこども支援ソーシャルワーカーの方々が大切にされている考え方だそうです。当事業所代表なりの解釈

ですが…。「こどものことをいくら愛していても、そのことを証拠として行動で示さなければ、こどもには伝わらないよ。」という

ことではないかと思います。 

 仮に当事業所代表の解釈が合致しているとすれば、それは何もこどもだけに限らず、大人であっても同じではないかと考

えます。例えば、発達障害や愛着の課題を抱えている方は、その特性上、認知の歪みを生じさせ易いし、過去の経験等で強

い人間不信に陥ってしまっている方々も同じだと思います。 

 そういった方々には、「あなたのことを愛しているから。」とか、「応援しているから。」、「大切に考えているから。」と言葉で

伝えるよりも、クライエントが希望する具体的な対応を行うことで、その気持ちの『証拠』を示して（積み重ねて）いくことの方

が大切だし、効果的ではないかと考えます。 

 そういう意味では、日本の多くの支援者が拠り所にしているであろう、「自立支援」は、（結果的に）「突き放し」とも取れる

…。支援の初期は特に、あえて依存させるくらいの気持ちで時間を掛けて『証拠』を積み重ねること。そのことによってクライ

エントがエンパワメントされたなら、支援者側が求めなくとも、クライエントは自ら歩み始める（自立する）と思うのです。 

 フランスのこども支援ソーシャルワーカーの方々が大切にしている言葉、当事業所も「福祉は愛     」を信条とする社会福祉

士相談所として、心に刻み、実践で『証拠』を示し続けたいと思います。 

 高松市 生涯学習課が、「知的障がい者青年教室」（スキップクラブ）のボランティアを募集しております。 

 ちなみに、当事業所代表もこれまで 5 年程ボランティアとして関わらせて頂いており、今年度も継続して

関わらせて頂くことにしました。 

 詳細はホームページをご確認下さいませ。 

 「高松市知的障がい者青年教室（愛称：スキップクラブ）」ボランティア募集について｜高松市 

(city.takamatsu.kagawa.jp) 
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